
クラウド型勤怠管理システムの導入

○ 現場 ○ 事務所内

留　 意　 事 　項　／　そ　の　他

取　組　み　内　容

効　　　　　　　果

・パソコンによるクラウド型勤怠システムを導入
　令和４年度より勤怠管理システムを導入している。

・パソコン電源自動シャットダウン機能の導入
　令和５年度より現場作業所をメインに導入している。

・現場への内勤者の援助
　令和２年度より、現場の労務・安全衛生管理にクラウド型労務・安全管理システムを導入するとともに、書類
等のチェックを支店内勤者で実施している。

・クラウド型勤怠システムにより勤務時間が各自で毎日管理しやすくなるとともに、現場所長や本支店の管理者
も規程超過者が明確になった。また、月の2/3を過ぎたあたりでどの社員が超過しやすいかをチェックし注意喚
起することが可能となった。システム導入により、社員に残業を指示する管理者がより明確になった。

・パソコン電源自動シャットダウンについては導入したばかりであり今後効果の良し悪しを確認する。

・現場にクラウド型労務・安全管理システムを導入し効率化を図っているが、さらにシステム導入により現場ご
との内容チェックを支店事務による現場支援がしやすくなった。

パソコン画面

「始業・終業の打刻」

クラウド型勤怠管理システム
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